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ｐ
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３
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ｐ
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６
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無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
巻
上 

東
京
班 

 

田
中
郁
雄 

 

仏
の
本
願
力
を
観
ず
る
に
遇
あ
う
て
空
し
く
過
る
者
無
し
、
能
く
速
に
功
徳
の
大
宝
海
を
満

足
令
む
と
。 

 

此
の
四
句
は
荘
厳
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
と
名
づ
く
。
仏
本
何
が
故
に
此
の
荘
厳
を
起
こ

さ
れ
た
の
か
。
有
る
如
来
の
世
界
を
見
る
に
、
声
聞
僧
だ
け
が
い
て
、
無
上
菩
提
の
仏
果
を
求

め
よ
う
と
す
る
者
が
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
折
角
こ
の
世
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
仏
に
お
会
い

し
な
が
ら
、
仏
を
謗
っ
た
た
め
に
、
三
悪
道
に
堕
ち
て
し
ま
う
者
が
い
る
。
善
星
比
丘
や
提
婆

達
多
、
居
迦
離
（
た
か
り
）
等
で
あ
る
。 

ま
た
、
仏
の
名
号
を
聞
き
て
、
無
上
道
心
を
起
こ
し
な
が
ら
、
悪
の
因
縁
に
遇
っ
た
が
た
め

に
、
声
聞
地
や
辟
支
仏
地
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
者
が
い
る
。
こ
う
し
た
空
し
く
過
ぎ
る
者
、
楽

処
か
ら
、
苦
処
に
堕
落
す
る
者
の
い
る
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
こ
の
故
に
、
願
じ
て
い
わ
く
。 

 

私
が
仏
に
な
っ
た
時
、
我
に
値
遇
せ
る
者
に
、
皆
速
や
か
に
功
徳
の
大
宝
海
を
満
足
せ
し
め

た
い
。
こ
う
し
て
成
就
さ
れ
た
荘
厳
が
こ
の
不
虚
作
住
持
功
徳
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  

浄
土
は
阿
弥
陀
仏
の
虚
妄
な
ら
ざ
る
智
慧
・
本
願
力
に
よ
っ
て
住
持
（
保
持
）
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
娑
婆
世
界
の
も
の
の
よ
う
に
、
仏
に
お
会
い
し
て
も
三
塗
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
）
に

落
ち
て
し
ま
っ
た
り
、
声
聞
や
辟
支
仏
と
言
っ
た
低
い
境
地
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。

必
ず
無
上
菩
提
に
至
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
功
徳
は
浄
土
の
阿
弥
陀
仏
に
出
会
っ
て
の
功
徳
で
あ
る
か
ら
当
益
で
あ
る
。
し
か
し

親
鸞
聖
人
は
「
一
念
多
念
証
文
」
に 

「
観
」
は
願
力
を
心
に
う
か
べ
み
る
と
申
す
。
ま
た
し
る
と
い
う
意
な
り
。「
遇
」
は
も
う
あ

う
と
い
う
。
も
う
あ
う
と
申
す
は
本
願
力
を
信
ず
る
な
り
。 

 

「
本
願
力
を
信
ず
る
と
は
」
他
力
回
向
の
信
心
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
信
心
あ
ら

ん
人
、
む
な
し
く
生
死
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
し
と
な
り
」
と
、
必
得
往
生
を
得
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 

 

深
励
が
「
遇
無
空
過
者
」
以
下
の
三
句
は
第
十
八
願
の
利
益
な
り
と
述
べ
て
い
る
。「
功
徳

大
宝
海
」
と
い
う
も
の
も
名
号
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
本
願
力
を
信
ず
る
端
的
に
時
を
へ

だ
て
ず
日
を
へ
だ
て
ず
念
を
へ
だ
て
ず
速
に
不
可
称
不
可
説
の
功
徳
は
行
者
の
身
に
み
つ
る
」

現
益
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
の
「
仏
の
名
号
を
聞
き
て
無
上
道
心
を
発
す
」
は
真
宗
的
に

は
、
現
生
の
事
で
あ
る
し
、
他
力
の
信
心
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
解

釈
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

け
れ
ど
も
、
今
は
浄
土
の
功
徳
で
あ
る
。
浄
土
で
阿
弥
陀
仏
に
出
会
っ
た
者
は
、
空
し
く
過

ぎ
る
こ
と
な
く
、
必
ず
無
上
菩
提
の
功
徳
大
宝
海
を
得
る
身
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

【
語
句
】 

 

善
星
比
丘
・
提
婆
達
多
・
居
迦
離
の
三
人
は
仏
法
に
縁
の
な
い
人
で
、
断
善
根
で
あ
る
と
釈

尊
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
出
家
さ
せ
て
、
今
は
よ
く
戒
を
持
っ
て
い
る
か
ら
そ
れ
で
い
い
で

は
な
い
か
と
、
釈
尊
は
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註 

巻
下 

  

仏
荘
厳
の
残
り
四
つ
、
大
衆
功
徳
、
上
首
功
徳
、
主
功
徳
、
不
虚
作
住
持
功
徳
を
あ
げ
て
い

る
が
、
偈
文
を
上
げ
て
い
る
だ
け
で
説
明
が
な
い
。
浄
土
論
註
だ
け
は
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い

る
。 

 

不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
は
簡
単
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
な
り
。
今
ま
さ
に
略
し
て
、

虚
作
の
相
の
住
持
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
示
し
て
彼
の
不
虚
作
住
持
の
義
を
顕
わ
す
。 

  

こ
の
現
実
世
界
で
は
自
分
の
食
を
さ
い
て
、
弟
子
を
養
う
な
ど
し
て
他
人
の
た
め
に
、
努
力

を
重
ね
て
も
、
か
え
っ
て
自
分
が
船
の
中
で
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。（「
呉
越
春
秋
」
巻
二
や
「
呂

氏
春
秋
」
巻
十
一
に
出
る
呉
の
要
離
と
衛
の
慶
忌
の
話
」。
又
、「
前
漢
書
」
巻
九
十
三
の
話
で

あ
る
が
、
漢
の
文
帝
に
寵
愛
さ
れ
て
鄧
通
は
並
び
の
な
い
富
貴
に
な
り
、
金
は
蔵
に
満
ち
た
。

し
か
し
、
文
帝
が
死
ぬ
と
、
次
の
景
帝
か
ら
罪
を
得
て
、
財
産
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
彼
は
餓
死
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
い
う
こ
と
は
世
の
中
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
得
た
よ
う
で
も
、
本
当
に
得
て
い
な

い
。
在
っ
て
も
そ
の
在
る
こ
と
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
全
て
虚
妄
の
業
で
為
し
た
こ
と
は
、

私
た
ち
を
本
当
に
保
持
す
る
力
に
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
を
虚
作
に
よ
る
住
持
と
す
れ
ば
、
不
虚
作
、
虚
妄
な
ら
ざ
る
保
持
す
る
力
と
し
て
、
阿

弥
陀
の
本
願
以
外
に
な
い
、
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

不͡

虚
作
住
持
と
は
、
本
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
そ
の
果
徳
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
の
自

在
神
力
と
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
何
故
不
虚
作
と
称
す
る
か
と
い
え
ば
、
因
と

し
て
の
願
は
す
ぐ
れ
て
い
て
、
少
し
も
無
駄
が
な
い
。
果
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
仏
力
は
虚
妄

な
所
は
一
つ
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
願
と
力
と
が
相
応
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
願
と
力
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
往
生
も
成
仏
も
可
能
に
な
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
恵
ま
れ
る
確

実
性
を
意
味
し
て
「
不
虚
作
」
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

（
参
考
書
・「
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
の
講
究
・
相
馬
一
意
著
」・「
講
讃
浄
土
論
註
第
五
巻
」 

延
塚
知
道
著
」・「
解
読
浄
土
論
註
」・
箕
輪
秀
邦
編
・
東
本
願
寺
） 

 

【
感
想
】 

 

上
巻
の
総
説
文
で
「
不
虚
作
住
持
功
徳
」
を
総
説
し
て
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
今
日
の

阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
よ
っ
て
功
徳
が
成
就
し
た
の
で
あ
る
。
下
巻
で
は
本
願
力
に

遇
っ
た
者
は
本
願
力
に
よ
っ
て
必
ず
往
生
も
成
仏
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
世
界
で
は
必
ず
と
い
う
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
浄
土
の
「
不
虚
作
住
持
功
徳
」
は

仏
に
お
遭
い
し
た
者
は
必
ず
、
仏
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 
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不
虚
作
住
持
功
徳
を
考
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
支
部 

 

音
石
和
男 

１
． 

不
虚
作
住
持
功
徳
は
、
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
の
中
心 

（中
心
と
言
え
る
理
由
は
） 

 

・「
願
生
偈
大
意
章
」に「
此
の
願
偈
は
何
の
義
を
か
明
か
す
。
彼
の
安
楽
世
界
を
観
じ
て
、
阿
弥
陀
如
来

を
見
た
て
ま
つ
り
、
彼
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
こ
と
を
示
現
す
る
が
故
に
」と
説
か
れ
る
よ
う
に
、「
願

生
偈
」の
目
的
は「
見
仏
」
に
あ
る
。
そ
れ
が
、
不
虚
作
住
持
功
徳「
観
仏
本
願
力 

遇
無
空
過
者 

能
令

速
満
足 

功
徳
大
宝
海
」
の
仏
に「
遇
う
」こ
と
に
お
い
て
実
現
す
る
。 

・浄
土
の
菩
薩
に
、
仏
荘
厳
功
徳
七
種
が
開
か
れ
た
後
に
、
不
虚
作
住
持
功
徳
で
の
見
仏
を
得
て
、
菩
薩
の

四
荘
厳
が
開
か
れ
る
。
還
相
の
菩
薩
と
な
っ
て
生
死
園
・煩
悩
林
に
還
っ
て
教
化
し
て
い
く
。
分
岐
点
。 

（「
教
行
信
証
」で
の
位
置
付
け
） 

・「
行
の
巻
」 

「
願
生
偈
」の
偈
文
全
体
を
、「
成
上
起
下
」の
文
（
我
依
修
多
羅 

真
実
功
徳
相 

説
願
偈
総

持 

与
仏
教
相
応
）と
不
虚
作
住
持
功
徳
の
文
で
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
。 

・「
行
の
巻
」一
乗
海
釈
」で
の
引
用
（後
出
） 

・「
証
の
巻
」 

還
相
回
向
釈
で
の
引
用 

・「
真
仏
土
の
巻
」 

「
浄
土
論
註
」
か
ら
の
六
引
文
最
後
の
集
約
（
後
出
） 

（「
入
出
二
門
偈
」で
の
確
か
め
） 

不
虚
作
住
持
功
徳
を「
観
彼
如
来
本
願
力 

凡
愚
遇
無
空
過
者
」
と
書
き
換
え
、
菩
薩
道
の
完
成
で
あ
る

功
徳
が
、
凡
夫
の
上
に
も
（
に
こ
そ
）成
就
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る 

（「
尊
号
真
像
銘
文
」で
の
確
か
め
） 

「
観
仏
本
願
力 

遇
無
空
過
者
」
よ
り
も
、「
能
令
速
満
足
」に
重
点
を
お
い
た
引
用
（星
野
元
豊
） 

（和
讃
・
高
僧
和
讃
） 

本
願
力
に
あ
い
ぬ
れ
ば 

 

空
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き 

功
徳
の
宝
海
満
ち
満
ち
て 

煩
悩
の
濁
水
へ
だ

て
な
し 

２ 

「
真
仏
土
の
巻
」で
の「
論
註
」か
ら
の
引
用
と
そ
の
中
で
不
虚
作
住
持
功
徳
の
位
置
付
け 

浄
土
の
功
徳
は
、
因
（本
願
）果
（力
）一
体
（因
果
相
即
、
因
果
同
時
）と
な
っ
て
用
ら
く
（下
表
） 
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       ３．不可思議願力成就 ２．性功徳（上巻） １清浄功徳（下巻）  

不虚作住持功徳（下巻） 自利 利他示現（下

巻・観察体相） 

五種不可思議

力（下巻） 

大義門功徳

問答（上巻） 

願
以
て
力
を
成
ず
。
力
以
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
。
力
虚
設
な
ら
ず
。
力
願
相
い
符
っ

て
畢
竟
じ
て
差
わ
ざ
る
が
故
に
成
就
と
曰
う
。 

本
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と 

（
国
土
十
七
種
荘
厳
の
不
可
思
議
は
）
如
来
の
自
身
利
益
第
大
功
徳
成
就
と
利
益
他
功
徳
成

就
を
示
現
し
た
ま
え
る
。 

能
神
の
者
の
神
な
ら
く
の
み
。
（
神
力
は
、
法
蔵
菩
薩
の
大
願
業
力
と
阿
弥
陀
仏
の
住
持
力
） 

一
つ
に
は
業
力
、
謂
わ
く
、
法
蔵
菩
薩
の
出

世
の
善
根
と
大
願
業
力
の
所
成
な
り 

仏
、
本
願
の
不
思
議
の
神
力
を
以
て
、
摂
し

て
彼
に
生
ぜ
し
む
る
に 

序
め
法
蔵
菩
薩
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
し
て

無
生
忍
を
悟
る
。
爾
の
時
の
位
を
聖
種
性
と

名
づ
く
。
是
の
性
の
中
に
於
い
て
四
十
八
願

を
発
し
て
、
此
の
土
を
修
起
し
た
ま
へ
り
。
即

ち
安
楽
浄
土
と
曰
う
。
是
れ
、
彼
の
因
の
所

得
な
り
。
果
の
中
に
因
を
説
く
。
故
に
名
づ

け
て「
性
」
と
す 

   

因 

今
日
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
に
依
る 

二
に
は
正
覚
の
阿
弥
陀
法
王
の
、
善
く
住
持

（
不
異
不
滅/

不
散
不
失
）
力
を
し
て
摂
し
た

ま
う
所
な
り
。 

必
ず
当
に
神
力
を
以
て
、
其
れ
（
声
聞
）
を
し

て
無
上
道
心
を
生
ぜ
し
む
べ
し
。 

 凡
夫
人
煩
悩
成
就
せ
る
有
り
て
、
亦
彼
の
浄

土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
に
、
三
界
の
繋
業
、

畢
竟
じ
て
牽
か
ず
（→

三
在
釈
）
、
則
ち
是
れ

煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
。 

（←

そ
の
前
の「
涅
槃
経
」
の
引
文
、
浄
土
は
涅

槃
の
世
界
を
受
け
て
） 

  

果 
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不
可
思
議
な
る
浄
土
の
徳
は
、
涅
槃
・一
如
・空
。
衆
生
は
因
果
次
第
に
分
別
し
な
い
と
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
因
（本
願
）と
果
（力
）が
、
一
体
（
同
時
、
相
即
）と
な
っ
て
私
の
上
に
用
ら

く
こ
と
を
示
す
の
が
真
仏
土
巻
の
引
用
文
。
不
虚
作
住
持
功
徳
は
、
そ
の
結
論
的
な
位
置
付
け
に
あ
る
。 

安
田
理
深「
教
行
信
証 

真
仏
土
巻
聴
記II

」P

１
３
０ 

「
仏
土
は
果
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
二
つ
に
分
解
す
る
の
は
た
だ
分
数
的
に
い
わ
れ
る
の
で

は
な
い
。
因
果
の
交
互
性
を
示
す
に
あ
る
。
因
果
は
構
造
、
交
互
は
動
的
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一

方
的
で
な
い
わ
け
で
あ
る
。
円
環
を
画
し
て
い
る
構
造
だ
か
ら
力
が
出
て
く
る
。
力
はw

o
rk

で
あ
る
。
は

た
ら
く
も
の
で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
も
浄
土
も
静
止
的
に
考
え
る
と
符
号
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
招

喚
摂
取
の
用
で
あ
る
。
単
な
る
名
詞
で
は
な
い
。
動
詞
で
あ
る
。
国
土
も
単
な
る
場
所
で
な
い
。
一
切
を

包
み
、
一
切
を
改
変
す
る
場
所
で
あ
る
。
一
切
のego

を
包
み
超
え
占
め
る
。
願
力
は
包
む
は
た
ら
き
、

こ
の
包
ん
だ
衆
生
を
（た
と
い
女
人
・根
欠
で
も
）変
革
す
る
。
よ
っ
て
、
（１
）
業
力―

包
む
（２
）
善
住
持
力

―

超
え
占
め
る
。
つ
ま
り
包
越
す
る
。
浄
土
は
交
互
因
果
の
円
環
的
な 

w
o
rk space

(

所
謂
電
磁
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
場
所
と
言
っ
て
も
よ
い)

で
あ
る
。
仕
事
を
可
能
性
と
し
て
包
ん
で
い
る
場
所
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

（可
能
性
）を
持
つ
場
所
で
あ
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
願
と
い
い
、
仕
事
を
仏
力
と
い
う
。
仏
力
の
仕
事
を

願
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
持
っ
て
い
る
場
所
が
浄
土
で
あ
る
。
」 

３.

「
行
の
巻
」一
乗
海
釈
で
の
引
用 

・「
行
の
巻
」に
引
か
れ
て
い
る
意
味 

 

見
仏
に
よ
っ
て「
遇
う
」の
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
だ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

「
讃
嘆
門
」 

「
彼
の
如
来
の
名
を
称
し
、
彼
の
如
来
の
光
明
智
相
の
如
く
、
彼
の
名
義
の
如
く
、
実
の
如

く
修
行
し
相
応
せ
ん
と
欲
う
が
故
な
り
。
」と
呼
応
し
て
い
る
。 

・「
一
乗
海
釈
」に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
。 

一
乗
海
釈
は
、「
他
力
と
言
う
は
、
（
因
果
一
体
と
な
っ
て
用
ら
く
）如
来
の
本
願
＋
力
な
り
）
」と
さ
れ
る

他
力
釈
の
展
開
で
あ
り
、
不
虚
作
住
時
功
徳
の
実
現
で
も
あ
る
。 

他
力
真
実
の
教
え
は
た
だ
一
つ
の
誰
に
も
等
し
く
開
か
れ
た
成
仏
へ
至
る
教
え
（一
乗
）だ
が
、
自
力
の
教

え
は
、
機
根
に
応
じ
て
、
二
乗
・三
乗
と
い
く
通
り
に
も
別
れ
る
。
不
虚
作
住
持
功
徳
が
説
か
れ
た
背
景

が
、 

「
有
る
如
来
を
見
そ
な
わ
す
に
、
但
声
聞
を
以
て
僧
と
為
す
。
仏
道
を
求
む
る
者
無
し
。
或
い
は
、
仏
に
値

石
か
ど
も
三
途
を
勉
れ
ざ
る
有
り
。
善
星
・提
婆
達
多
・居
迦
離
等
是
れ
な
り
。
又
、
人
の
名
号
を
聞
き
て

無
上
の
道
心
を
発
せ
ど
も
、
悪
の
因
縁
に
遇
い
て
退
い
て
声
聞
、
辟
支
仏
地
に
入
る
者
あ
り
。
是
の
如
き
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等
の
空
過
の
者
、
退
没
の
者
あ
り
」 

と
さ
れ
、
自
分
の
我
執
に
囚
わ
れ
二
乗
な
ど
に
迷
っ
て
し
ま
う
空
過
・退
没
の
者
を
も
無
上
の
宝
海
（名

号
）で
満
足
さ
せ
ら
れ
る
功
徳
が
成
就
し
た
。 

・「
海
」の
意
味 

不
虚
作
住
持
功
徳
の「
大
宝
海
」
の
註
釈
と
し
て
、
清
浄
な
る
智
慧
の
海
よ
り
生
ず
る
よ
る
こ
と
を
示
す

た
め
、
仏
功
徳
の
衆
功
徳
が
引
か
れ
る
。 

「
海
と
は
、
仏
の
一
切
種
智
深
広
に
し
て
崖
無
く
、
二
乗
雑
善
の
中
下
の
死
骸
を
宿
さ
ざ
る
こ
と
を
言
う

に
、
之
を
海
の
如
し
と
喩
う
。
是
の
故
に
、『
天
人
不
動
衆
・清
浄
智
海
生
』
と
言
え
り
。
不
動
と
は
、
彼
の

天
人
、
大
乗
根
（心
）を
成
就
し
て
傾
動
す
べ
か
ら
ず
と
言
う
な
り
。
」（浄
土
に
生
き
る
者
は
不
動
の
心
が

得
ら
れ
る
。
そ
れ
は
大
き
な
智
慧
の
海
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
だ
。
） 

個
人
的
に
は
、
こ
の
引
用
の
代
わ
り
に
性
功
徳
の「
性
は
是
れ
必
然
の
義
な
り
。
海
の
性
の
一
味
に
し
て
、

衆
流
入
れ
ば
必
ず
一
味
と
な
り
て
、
海
の
味
彼
に
随
っ
て
改
ま
ざ
る
が
如
し
な
り
」
の
方
が
し
っ
く
り
来

る
。「
一
乗
海
釈
」な
の
で
、「
二
乗
雑
善
」が
な
く
な
る
と
言
う
衆
功
徳
が
引
用
文
と
し
て
選
ば
れ
た
の

か
。 

以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7



不
虚
作
住
持
功
徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
支
部 

佐
々
木
玄
吾 

 

一
、
上
巻
と
下
巻
を
い
っ
し
ょ
に
読
む
の
が
よ
い
。（
理
由
） 

 

１
．
三
厳
二
十
九
種
荘
厳 

上
巻
（
因
）
仏
本
（
も
と
）

何
が
故
ぞ
此
の
荘
厳
を
起
こ
し
た
も
う
や 

 
 
 
 
 

仏
は
も
と
、
ど
う
し
て
こ
の
荘
厳
を
起
こ
し
た
も
う
か
と
い
う
と
。 

下
巻
（
果
）
此
れ
如
何
が
不
思
議
な
る
や 

 
 
 
 
 

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
不
思
議
（
な
荘
厳
）
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

２
．
下
巻 

言
う
所
の
不
虚
作
住
持
と
は
本
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
今
日
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神

力
と
に
依
る
な
り
。 

願
以
て
力
を
成
ず
、
力
以
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
、
力
虚
設
な
ら
ず
。
力
願
相
い
符
っ
て
、

畢
竟
じ
て
差
わ
ざ
る
が
故
に
成
就
と
い
う
。 

 

二
、
還
相
の
廻
向
と
は
善
知
識
の
教
化
で
あ
る
。
善
知
識
の
教
化
を
受
け
て
私
は
鬼
じ
ゃ
と
懴
悔
す
る

こ
と
を
い
う
。 

 

（
自
力
の
心
）
20
／
6 

 

１
．
二
十
二
願
還
相
廻
向
の
願
を
ど
う
読
む
か
。 

（
御
本
典
の
文
） 

謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
二
種
の
廻
向
あ
り
。
一
つ
に
は
往
相
。
二
つ
に
は
還
相
あ
り
。
往

相
の
廻
向
に
就
い
て
真
実
の
教
・
行
・
信
・
証
有
り
。（
12
／
3
）
教
巻 

 

二
つ
に
「
還
相
の
廻
向
」
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
則
ち
是
れ
必
至
補
処

之
願
よ
り
出
で
た
り
。
亦
「
一
生
補
処
之
願
」
と
名
く
。
亦
「
還
相
廻
向
之
願
」
と
名
く
可
き
な

り
。『
註
論
』
に
顕
れ
た
り
。
故
に
願
文
を
出
さ
ず
『
論
の
註
』を
披
く
可
し
。
（
12
／
122
）証
巻 

 

Ａ
従
来
の
読
み
方 

往
相
の
廻
向
も
還
相
の
廻
向
も
一
人
の
行
者
自
身
が
大
悲
廻
向
の
利
益
と
し
て
得
る
。
自
分
の
と

こ
ろ
に
往
相
廻
向
も
還
相
廻
向
も
ど
ち
ら
も
あ
る
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

Ｂ
（
延
塚
知
道
先
生
）
の
読
み
方 

「
還
相
の
廻
向
は
、『
親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
、

よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
』
と
い
う
『
よ
き
ひ
と
』

を
浄
土
か
ら
還
っ
て
来
た
諸
仏
菩
薩
と
仰
ぐ
。
こ
れ
が
親
鸞
の
二
種
廻
向
の
領
解
で
す
」
（
『
講
讃 

浄
土
論
註
』
第
五
巻
ｐ
210
） 

 

私
の
感
想 

一
．
上
巻
と
下
巻
と
一
緒
に
読
む
の
が
よ
い
。 

二
．
還
相
の
廻
向
は
善
知
識
の
教
化
で
あ
る
。 
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阿
弥
陀
如
来
が
菩
薩
荘
厳
功
徳
を
建
て
ら
れ
た
理
由 

 
 

 
 

 
 
 

 

赤
秀
品
枝 

こ
れ
ま
で
国
土
荘
厳
功
徳
と
仏
荘
厳
功
徳
を
観
じ
て
き
た
。
そ
の
上
な
ぜ
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
を
観

ず
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
名
君
の
も
と
に
も
必
ず
賢
い
家
臣
が

い
る
よ
う
な
も
の
で
、
阿
弥
陀
如
来
の
働
き
を
表
す
た
め
に
は
菩
薩
た
ち
が
存
在
し
な
け
れ
ば

我
々
の
所
ま
で
届
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
薪
が
少
な
い
時
に
は
火
も
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の

で
、
阿
弥
陀
の
働
き
は
火
と
同
じ
で
菩
薩
の
働
き
に
よ
っ
て
お
お
き
く
な
る
。 

阿
弥
陀
如
来
の
働
き
と
は
光
明
無
量
、
寿
命
無
量
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
お
念
仏
申
す
と
こ
ろ
に
、

菩
薩
荘
厳
が
存
在
す
る
。
阿
弥
陀
を
憶
念
し
、
名
号
を
称
え
る
者
へ
の
働
き
と
し
て
菩
薩
四
種
荘

厳
が
展
開
さ
れ
る
。
譬
え
法
花
経
普
門
品
に 

針
に
糸
を
通
せ
な
い
目
の
悪
い
比
丘
阿
那
津
の
話 

「
だ
れ
か
針
に
糸
を
通
し
て
下
さ
い
」
と
阿
那
津
が
た
の
む
と
釈
尊
が
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
針
に

糸
を
と
お
し
た
。
阿
那
津
が
「あ
な
た
は
も
う
十
分
に
功
徳
を
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
ま
だ
功
徳
を
さ

れ
る
の
で
す
か
」
と
聞
く
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
功
徳
は
こ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

海
の
中
に
川
の
水
が
流
れ
込
ん
で
も
こ
れ
で
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
と
同
じ
で
あ
ら
ゆ
る

人
を
助
け
た
い
と
い
う
慈
悲
と
智
慧
の
心
は
ど
こ
ま
で
も
流
れ
て
い
る
。 

① 

安
楽
国
は
清
浄
に
し
て
つ
ね
に
無
垢
の
輪
を
転
ず 

化
仏
菩
薩
の
日
須
弥
の
住
持
す
る
が
如
し 

阿
弥
陀
の
浄
土
は
清
浄
で
煩
悩
が
一
切
雑
わ
ら
な
い
。
仏
菩
薩
は
太
陽
の
よ
う
に
動
か
な
い
で
、

太
陽
の
光
が
す
べ
て
に
そ
そ
い
で
い
る
。
世
界
中
に
教
化
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
悟
り
は
須
弥
山
の

よ
う
に
動
か
な
い 

阿
弥
陀
如
来
が
ど
う
し
て
菩
薩
荘
厳
を
た
て
た
か
と
い
う
と
、
釈
尊
の
弟
子
は
数
多
く
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
小
菩
薩
で
世
界
中
に
教
化
し
て
も
広
ま
ら
な
い
。
あ
る
い
は
声
聞
や
人
天
が
い
る
ば
か

り
で
世
界
が
狭
い
。
阿
弥
陀
如
来
が
本
願
を
建
て
ら
れ
た
。
我
が
国
の
無
量
の
大
菩
薩
が
い
て
、
阿

弥
陀
の
悟
り
か
ら
動
か
な
い
ま
ま
に
世
界
中
に
利
他
教
化
す
る
よ
う
な
菩
薩
が
出
て
く
る
こ
と
を

願
わ
れ
た
。 

小
菩
薩
・・・七
地
沈
空
の
菩
薩 

 
 

 
 

菩
薩…

八
地
以
上
の
菩
薩 

大
集
経
の
譬
え 

池
の
堤
に
水
を
た
め
て
頃
合
い
を
見
て
放
水
す
る
と
自
然
と
田
畑
が
う
る
お
さ
れ
る
。
菩
薩
も
こ

の
よ
う
な
も
の
で
身
も
心
も
動
か
さ
な
い
で
教
え
の
ま
ま
仏
の
行
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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菩
薩
の
行
は
如
実
修
行
で
あ
る
。
如
実
修
行
と
は
ぎ
ょ
う
じ
て
も
行
じ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
行
じ

な
く
て
も
行
じ
た
こ
と
に
な
る
。
菩
薩
と
は
具
体
的
に
は
善
知
識
で
あ
る
。
念
仏
の
人
は
存
在
そ
の

も
の
が
教
化
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
。 

私
の
上
に
念
仏
を
届
け
て
下
さ
っ
た
善
知
識
を
み
る
と
、
そ
の
人
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
法
蔵
菩

薩
と
な
っ
て
私
に
本
願
を
と
ど
け
て
く
だ
さ
っ
た
。 

下
巻 

何
者
か
四
と
す
る
。
一
に
は
一
仏
土
に
し
て
身
動
揺
せ
ず
し
て
十
方
に
遍
じ
て
種
々
に
応
化
し
て

実
の
如
く
修
行
し
て
常
に
仏
事
を
な
す
。
偈
に
、
「安
楽
国
は
清
浄
に
し
て
無
垢
の
輪
を
転
ず 

化
仏
菩
薩
の
日
須
弥
の
住
持
す
る
が
如
し 
諸
々
の
衆
生
汚
泥
偈
を
開
く
が
故
に
と 

一
仏
土
に
し
て
は
阿
弥
陀
の
浄
土
が
立
脚
地
で
あ
る
。 

下
巻
で
は
こ
の
法
蔵
菩
薩
は
八
地
以
上
の
菩
薩
で
あ
り
、
常
に
悟
り
の
世
界
に
あ
っ
て
、
休
む
こ
と

な
く
教
化
し
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
、
念
仏
三
昧
に
住
し
て
阿
弥
陀
の
本
願
、
悟
り
の
世
界
か
ら
動

か
な
い
そ
し
て
、
菩
薩
も
大
菩
薩
（天
親
に
と
っ
て
は
龍
樹
・天
親
、
私
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
）

も
休
む
こ
と
な
く
教
化
し
て
い
て
く
だ
さ
る
。 

法
身
（
阿
弥
陀
仏
）
は
太
陽
で
あ
り
、
応
化
身
（
菩
薩
・
善
知
識
）
は
光
で
あ
っ
て
世
界
中
に
ふ
り
そ

そ
い
で
い
て
下
さ
る
。
法
身
は
智
慧
の
ひ
か
り
で
あ
り
、
如
来
に
背
き
続
け
て
い
る
私
が
こ
こ
に
い
る

と
い
う
目
覚
め
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
太
陽
に
た
と
え
る
だ
け
で
な
く
、
須
弥
山
の
よ
う
に
阿
弥

陀
如
来
の
悟
り
か
ら
動
か
な
い
。
大
菩
薩
は
凡
夫
を
救
う
た
め
に
煩
悩
の
泥
田
の
中
で
教
化
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
の
本
願
を
生
き
る
大
菩
薩
の
一
番
目
の
働
き
は
須
弥
山
の
よ
う
に
阿

弥
陀
如
来
の
覚
り
か
ら
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
。 

菩
薩
と
大
菩
薩
の
ち
が
い
曇
鸞
が
尊
敬
し
て
い
る
人
龍
樹
。
天
親
の
こ
と 

自
分
の
善
知
識
と
な
っ
て
私
を
み
ち
び
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
こ
と 

② 

無
垢
荘
厳
の
光
一
念
お
よ
び
一
時
に
普
く
諸
仏
の
会
を
照
し
諸
の
群
生
を
利
益
す
と 

無
垢
荘
厳
の
光
と
は
智
慧
の
光
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
無
量
の
諸
仏
を
供
養
し
よ
う
と
思
い
、
無

量
の
衆
生
を
教
化
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ど
ち
ら
か
を
先
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
動
か
な
い
で
世

界
中
に
出
る
と
し
て
も
ど
ち
ら
か
を
先
に
し
、
ど
ち
ら
か
を
後
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
不
動
を

実
現
し
な
が
ら
世
界
中
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
一
念
一
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
を
照
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
菩
薩
荘
厳
①
。
は
動
か
な
い
と
言
っ
て
も
前
後
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
願
い
を
興
さ
れ
た
。
我
が
国
の
も
ろ
も
ろ
の
大
菩
薩
は
一
念
の
あ
い
だ
に
全
世
界
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に
出
て
、
諸
仏
を
供
養
し
衆
生
を
教
化
す
る
よ
う
に
。
と
。
動
か
ず
し
て
、
一
念
一
時
に
遍
く
至

る
。
よ
う
に
。
迷
う
人
が
あ
れ
ば
、
こ
の
人
を
前
に
し
て
次
の
人
を
後
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

同
事
で
あ
る
。
同
時
で
あ
る
。 

 

① 

と
②
の
違
い 

① 

は
不
動
に
し
て
遍
く
十
方
世
界
に
至
る 

前
後
が
あ
る
。 

② 

は
一
時
に
至
る 

前
後
が
な
い
。 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
べ
て
を
照
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
る 
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